＜参考資料＞　美野里町とアビリン市の姉妹都市交流の歴史
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	海老沢光芳氏(花野井、酪農家)アメリカ合衆国カンザス州アビリン市のハロルド・スカンラン氏の牧場で、１年間海外実施研修を行う

外之内光男氏(当時、酪農協組合長)が、アビリン市のハロルド･スカンラン氏の紹介により、乳牛３頭を購入

スカンラン氏にアビリン市と姉妹都市締結ができるよう協力を依頼

アビリン市長アスリン氏に、姉妹都市の提携を請願

カンザス州知事ジョン･カーリン氏来町　姉妹都市提携の仲人役を依頼

スカンラン氏より、アビリン市資料が送られる

スカンラン氏より、姉妹都市提携に協力する意向の返事が来る

アビリン市長に姉妹都市提携について協議中である旨、報告する
アビリン市長あてに、１０月、町長、議長、酪農組合長等が訪問する旨連絡する

茨城県知事より、アビリン市に科学万博の案内をする

アビリン市へ本町からの調査団出発　町長-外之内光男、議長-井坂登喜男、議員-野村武勝・木名瀬博、特別参加-外之内登美　各氏ら５名が訪問
アビリン市にて、国際親善姉妹都市盟約書に両首長が署名　姉妹都市の提携がなる

アビリン市長アスリン氏へ訪問の際礼状を送る

カンザス州ジョン・カーリン知事及びアビリン市長アスリン氏、スカンラン氏に姉妹都市提携へのご助成に対する礼状を送る
カンザス州知事、アビリン市長、スカンラン氏に対し、科学万博の案内をする

町職員、大久保典文氏がアビリン市を訪問　ガーフィールド小学校へ本町の小・中学生の絵画等を送る　しかし、諸般の事情により先方からの作品は届かなかった

町職員の訪問に対し、スタン･スチュワート氏より礼状が届く　アスリン市長退職の連絡　替わって、アン･ロブソン氏が市長に就任

前アビリン市長アスリン氏死去　ご冥福を伝える弔電を打電

ロサンゼルス市長より国際姉妹都市会議の案内状が届く

アビリン市長へ国際姉妹都市会議への出席を要請
同市長へ「国際姉妹都市　父の日絵画展」の作品出品を依頼

同市長アン･ロブソン氏より、姉妹都市会議の出席意向及び市委員会のメンバーの変更「父の日絵画展」作品収集について連絡あり

父の日絵画展については、時間的制限があり事実上不可能の返答あり

ロス国際姉妹都市会議参加メンバー及び日程について報告

ロス国際姉妹都市会議へ出席　出席者/町長-外之内光男、副議長-内田光義、議員-野村武勝､木名瀬博、磯辺明、岡崎忠雄、小林康男、特別参加-谷田部淑子の各氏　同会議での交流で、アビリン交流計画が本格化する

アビリン市より「ひまわり」の民芸品と「カギ」の贈り物がある
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	本町の町民体育祭に対し、アビリン市長杯の提供を要請

トロフィーの贈呈及びアビリン姉妹都市委員会の設立について、コニー･クーパーさんより連絡あり

アビリン市長杯が届く

アビリン市長からバレーボール大会のトロフィー贈呈の依頼あり

本町の体育祭、町民祭、３０周年記念祭等の開催様子について報告　さらに、独立記念日のバレーボール大会にトロフィーの贈呈を約束する

美野里町国際交流基金制度のスタート　その初回として、１００万円の基金積立てを行う

アビリン市バレーボール大会用のトロフィーを送る

アビリン市長アール･Ｆ･ミルズ氏より、トロフィーの礼状及び独立記念日の案内状が届く
独立記念日に６名が訪問する旨連絡

５名の親善訪問団がアビリン市を訪問

議長　皆藤庄三、通訳　岡島礼子、教育代表　田口定男、婦人代表　加藤みとり、青年代表　大堤雄一氏らの一行

アビリン市出身のスタンフォード大学生、マーク･モリス君が、大学の研修旅行の一貫として来日した際、２日間だけ本町へ立ち寄り、町及び県の主な産業や施設等を視察

美野里町姉妹都市交流協会の設立を開始

同上の趣旨等について、アビリン市へ連絡

同上設立総会を開催　発起時、会員５３名　会長に外之内光男町長が就任
交流協会役員会で、青少年ホームステイとして、本町在住の青少年１０名をアビリンへ派遣することを決議

同参加希望者を募集　２０日締切　３７名の応募がある

選考試験を実施　１２名の青少年及び引率者等、計１６名の訪問者を決定

訪問者を対象に、英会話等、特別講座を開講

アビリン市出身の牧師、ダニエル･セックストン氏(小平市在住)が来町
アビリン訪問団と情報交換パーティーを開催

姉妹都市訪問団一行１６名が、アビリン市へ出発(成田発15:40ＵＡ機)

一行１６名は、所期の目的を無事達成し全員無事帰国する

交流協会役員会を開催　本町へクーパー夫妻の招待を決める

協会の組織と財政基盤を確立するため賛助会員を募集　賛助会員数１００社、３６人　賛助会費は総額７８５万円となる
本町の招待に応じてクーパー夫妻来町　５日間にわたって町内や県内はじめ日光等を視察　また、町民体育祭へも参加し懇親を深める　
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ダニエル氏と共にアビリン市の元記者メアリーさんが来町し町内を視察

第３回ふるさと創生推進委員会で、ふるさと創生事業資金１億円のうち、３,０００万円を国際親善交流基金に繰り入れることを決定
岡島姉妹都市交流協会事務局長がアビリン市を訪問し交流を深める

交流協会総会を開催　本年も青少年ホームステイ訪問団の派遣を決める

青少年訪問団員を募集　１０名の団員募集に対し１５名が応募　選考試験を実施して訪問者１０名を決定する

篠原助役を団長とし、美野里中学校の藤田先生を引率とする訪問団が決定　英語力の向上を図るため、特別講習を実施する

第２回ホームステイ訪問団がアビリン市へ出発(中学生５名、高校６名、引率者３名)

同訪問団が所期の目的を達成し全員無事帰国

同訪問団の反省会を開催

アビリン市からアイゼンハワー元大統領生誕１００年祭の招待がある
姉妹都市交流協会役員会を開催　同上招待の受諾とバンドシェル焼失に伴う寄付を行うことを決定

アビリン市、バンドシェル再建基金として、１，０００ドルを寄贈

姉妹都市交流協会の実践組織として、アビリン市を訪問した生徒の父兄２１名により、「国際交流父母の会」を結成

平成２年度、姉妹都市国際交流協会総会を開催　事業計画、予算について審議

アビリン市からの訪問団の受入れ準備を行う

アビリン市から、ビーニャ･ナルシソさんを団長とした訪問団一行１３名が来日　
京都旅行から始まり、３１日まで、１０日間ほどホームステイにより本町に滞在し、町内各所を視察　親善交流を行った
またこの時、在日アメリカ人(アビリン市出身者)３名とも一緒に来町した
アイゼンハワー元大統領生誕１００年祭への親善訪問の参加者を募集　１３名の参加者が決まる

同訪問団の出発準備開始

団員を東と西海岸コースの２班に分けて、外之内町長を団長に、親善訪問団出発。
アビリン市で親善交流を深める

外之内町長外５名の西海岸コース一行が帰国

藤枝企画課長外６名の東海岸コース一行が帰国

アビリン市から、英語指導助手の招へいの活動を開始
同英語指導助手にポーラ･スタインさんが決定　来町決まる

平成１３年度姉妹都市交流協会総会を開催　事業計画、予算等について審議

青少年姉妹都市訪問団を募集　２５日締切　２２名の応募
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	アビリンから英語指導助手ポーラ･スタインさん来町

選考試験の実施　１４名の青少年及び引率者等計１７名の訪問者を決定

訪問者を対象に英会話等、特別講座を開講

第３回ホームステイ訪問団がアビリン市へ出発(中学生６名、高校生８名、引率者３名)２６日訪問団員１７名は所期の目的を達成し、友好を深め全員無事帰国

姉妹都市訪問団の反省会(第２･３会議室)

ふるさとふれあいまつりにおいて国際交流のＰＲバザーを行う　その収益金のうち１，０００ドルをアビリン市姉妹都市委員会に寄贈する

レイザック夫妻(ポーラ先生両親)県立盲学校及び関連福祉施設視察
ソルター夫妻来町(2.22歓迎会、於町公民館)

アビリン高校バスケット部カンザス州に於いて初優勝　アビリン高校長、教育長宛にバスケットボール初優勝の祝電ファックスを送る

羽鳥ふれあいセンターにアビリンコーナーを設け、これまで贈られたアビリン市からの土産品、書物、パンフレット等を常設展示

ポーラ･スタインさんと町議会議員との交流会を兼ねた送別会を行う
平成４年度姉妹都市交流協会総会を開催　事業計画等について審議

ポーラ･スタインさんアビリンへ帰国

美野里町議会行政視察団アビリン市を訪問

国際交流父母の会総会を開催

アビリン市からボブ･ボー氏を団長とした訪問団一行１０名が来町　ホームステイにより本町に滞在し、視察、親善交流等を行った

アビリン市からジャック･スターツ氏一行来町　経済交流等について話し合いが持たれた

アビリン市から英語指導助手ロバート･ジョンソン氏来町　
ふるさとふれあいまつりに於いて父母の会によるバザーを行う　その収益金のうちから日本を紹介するビデオ、本等を購入し、アビリン市姉妹都市委員会へ寄贈

ロバート･ジョンソン氏美野里中学校において英語指導を開始

カンザス州知事一行１７名が来町し、ジョン･フィニー州知事が竹内知事を表敬訪門

うち４名が本町でホームステイをし、町の農業等について視察を行った
姉妹都市交流のあゆみ「ひまわりとカンナと」を発行
平成５年度国際交流父母の会総会を開催(町公民館)

平成５年度姉妹都市交流協会総会開催(役場２階会議室)

姉妹都市訪問団員を募集６月１５日締切、１９名の応募

ホームステイ訪問団がアビリン市を訪問(中学生１１名、高校生５名、一般３名、引率者４名)平成５年１０月で交流１０年目を迎えることから、これを記念する楯、ひまわりの種５５，０００粒がアビリン市姉妹都市委員会より贈られた
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	ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会によるバザー、国際交流のＰＲ等を行った

アビリン市からの英語指導助手ロバート･Ｈ･ジョンソン氏契約更新

姉妹都市訪問団に伴う報告会を開催(役場２階会議室)

ジャック･スターツ氏来町　役場会議室において持ち寄りパーティによる歓迎会を実施(12.16)

「ひまわりとカンナと」第２集を発行

国際交流父母の会総会開催

姉妹都市交流協会総会開催

アビリン市からの訪問団受入れ打合せ会

市長ジョン･ズータバン氏を団長とする１３名のアビリン市民来町

滞在期間中、姉妹都市交流１０周年記念碑の除幕式が行われた
美野里町在住の高校生、アビリン高校へ留学のため出発

ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行った
姉妹都市国際交流シンボルマークの採用者石塚甚さん(江戸)を表彰
姉妹都市交流協会総会開催

青少年姉妹都市訪問団員選考会を開催　３８名の応募者の中から抽選で１７名が選ばれた(のち１名が欠員となる)

アビリン市より寄贈されたウインドミルと美野里町の酪農家が買いつけた飼料用アルファルファが、美野里町に到着

国際交流父母の会総会開催

青少年姉妹都市訪問団アビリン市を訪問

英語指導助手ロバート･ジョンソン先生の送別会開催

アビリンからのウインドミル希望ヶ丘公園内に設置

アビリン市職員クリフ･ギッブス氏夫妻、本町内でホームステイ滞在

新しくアビリンより英語指導助手エリザベス･アン･スモーリー先生来町
ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う

カンザス州の陶芸家ブレントリッツィー氏により作品の寄贈があり、羽鳥ふれあいセンター内ケースに陳列する

ひまわりとカンナと」第３集を発行

姉妹都市交流協会総会開催

美野里町誕生４０周年記念式典への参加のためアビリン市代表のクリフ･ギッブス氏(アビリン市公共担当事業ディレクター)が来町
国際交流父母の会総会開催

アビリン市アイゼンハワー財団主催によりピープル･トゥー･ピープル協会設立４０周年記念式典が開催される(6/23.24)この式典に参加するため町長を団長とした訪問団１６名をアビリン市へ派遣　また、この式典の財政援助として５，０００ドルの寄付を財団に行う
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	市長リンダ･シーリー氏を団長とする１６名の訪問団が来町　臨時議会に出席し、議会の運営等を見学　茨城県知事や島田町長と懇談し、交流を深めると共に本町との姉妹都市交流をＰＲする

ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う

アビリンから寄贈されたひまわりが実らせた種を役場町民課前、四季健康館内、ふれあいセンター内で配布

姉妹都市交流協会総会開催

国際交流父母の会総会開催

みのり太鼓で構成された訪問団１８名をアビリン市へ派遣　アビリン、リンズーバーグ、トピカにおいて太鼓の公演を行う

ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う

アビリン市の音楽家ピーター･バーバラ氏、クリフ･ギッブス氏来町　文化施設建設のためにチャリティコンサートを行う

「ひまわりとカンナと」第４集を発行

元美野里中学校英語指導助手ロバート(ボブ)･ジョンソン氏死去
鳳林院にてロバート(ボブ)･ジョンソン氏とのお別れ会を開催
姉妹都市交流協会総会開催
国際交流父母の会総会開催

市長ピーターソン氏を団長とする１５名の訪問団が来町

２名の訪問団員が遅れて来町

訪問団員１７名が所期の日程を終了し、アビリンへ帰国

ふるさとふれあいまつりにおいて国際交流父母の会がバザーを行う

アビリン市より新しい英語指導助手ブライアン･リー･ハートマン氏来町

国際交流父母の会が前ＡＥＴエリザベス先生の送別会、ブライアン先生の歓迎会を兼ね、親睦会を行う

姉妹都市交流協会総会開催

カンザス･オクラホマ地方を巨大な竜巻が通過　アビリンに災害見舞いの電報を打電

国際交流父母の会総会開催
青少年姉妹都市訪問団員選考会を開催。応募者３３名から抽選で１５名が選ばれた

青少年姉妹都市訪問団(学生１５名、引率３名)がアビリンへ向けて出発

団員１名が体調をくずし、引率者１名と計２名がアビリンから中途帰国

残りの団員全員が所期の日程を終了し、無事帰国

ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う

町のコーラスグループ「エーデルワイス」がアビリンを訪問　アビリン、ベイルにて、コーラスの公演を行う

「ひまわりとカンナと」第５集を発行

姉妹都市交流協会総会開催

国際交流父母の会総会開催
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	リンダ･シーリー市長を団長とする２２名の訪問団が来町　ホームステイにより本町に滞在し、視察、親善交流を行った

アビリン市より英語指導助手エリック･アレン･アンダーソン先生来町

みのり太鼓がカンザス州で公演のため、アビリン市へ派遣

ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う

姉妹都市交流協会総会開催

国際交流父母の会総会開催

青少年姉妹都市訪問団選考会を開催し、２３名の応募者の中から抽選で１６名を選出
青少年姉妹都市訪問団(学生１６名、引率３名)がアビリン市を訪問
元カンザス州知事ジョーン･フィニー氏死去　ご冥福を伝える弔電を打電

ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う

みのり太鼓の訪問団１４名をアビリン市へ派遣　カンザス･ステート･フェアーで、太鼓の公演をアビリン、トピカで行う

アメリカのニューヨーク市で同時多発テロが発生　そのため国内、国際線の全航空便が欠航となった　警備も強化

みのり太鼓の訪問団ＮＷ２１８便にて、困難を乗り越え無事帰国
「ひまわりとカンナと」第６集発行

姉妹都市交流協会総会開催

国際交流父母の会総会開催

Ｊ.Ｄ.ロングバイン市長を団長とする２２名の訪問団が来町　ホームステイにより本町に滞在し、視察、親善交流を行った
国際交流父母の会がＡＥＴ（英語指導助手）エリック･アレン･アンダーソン先生の送別会を行う

ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う
ＡＥＴとしてキーア･ギャビン先生(オーストラリア国)就任

姉妹都市交流協会総会開催

国際交流父母の会総会開催

青少年姉妹都市訪問団申込者１６名(中学生１１名、高校生５名)

青少年姉妹都市訪問団を７.２４～８．６かけてアビリン市に訪問する予定であったが、新型肺炎ＳＡＲＳの影響で中止となる

アビリン市より英語指導助手アン･マリー･フォルツ先生来町

ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う

国際交流父母の会が元ＡＥＴキーア･ギャビン先生とアン･マリー･フォルツ先生の歓送迎会を行う
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	アビリン市姉妹都市委員であるエリック･アレン･アンダーソン氏来庁　アビリン市より記念品の贈呈
姉妹都市提携に貢献されたハロルド・スカンラン氏死去　ご冥福を伝える弔電を打電

「国際交流ひろば＆アビリン展」開催(アビリン展３/２８～４/４)

姉妹都市交流協会総会開催

国際交流父母の会総会開催

青少年姉妹都市訪問団申込者１１名(中学生7名、高校生３名。大人１名)

青少年姉妹都市訪問団(学生及び大人１１名、引率３名)がアビリン市を訪問　
ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う
第２回「国際交流ひろば＆アビリン展」開催
姉妹都市交流協会委員としてご活躍されたビーニャ･ナルシソ氏死去　ご冥福を伝える弔電を打電
「ひまわりとカンナと」第７集を発行

姉妹都市交流協会総会開催

国際交流父母の会総会開催

ダイアン・ミラー市長を団長とする22名の訪問団が来町　ホームスティにより本町に滞在し、視察、親善交流を行った
アビリン市より英語指導助手ジェイコブ・ディーン・ホルト先生招聘
ふるさとふれあいまつりにおいて、国際交流父母の会がバザーを行う

「国際交流ひろば」開催



